


～(7)を離散化し,以 下の手順で計算を進めた。

(1)水深を仮定する。

(2)運動方程式から流速を求める。

(3)連続式を満たすように水深を補正する.

(4)同時に流速も補正する.

(5)計算が収束しなければ(2)に戻る。

なお,境 界条件としては,上 流端で流量を与え(高水敷と

低水路で流速を等しいと仮定),下 流端で水深を与えた。

4.計 算条件および結果

今回は勾配急変部を有する河サ11として鬼怒川の例を参考に,

計算条件を表-1の ようにした。

図-1～4に 実験結果の例を示す。図-1～4は ,表 -1の デ

ータから得られた結果である.や はり,4,000～6,000mの

間で特に大きな変化がみられる。勾配急変部に近づくと高水敷,低 水路での流速差は
一気に縮まり,底 面

勇断力も小さくなり,安 定した流れへとむかつているのがわかる。この際,低 水路から高水敷合の流入が

あるのが図-2か らわかる。ここで,図 -2に おける流出量とは高水敷から低水路への単位長さあたりの流

出量であり,そ の値が負ということは低水路から高水敷へ流出があるということである.な お,図
-2～4に

おいて 0～1,000mの区間でも特徴ある動きをみせているが,これは境界条件で上流端において高水敷と体

水路で流速が等しいとした影響である。

メ ヽ

表-1.計 算条件

全水路長 10k m

勾配変化点 5k m地 点

上流側河床勾配 1/400

下流側河床勾配 1/2000

低水路粗度係数 0, 03

高水敷粗度係数 0. 04

低水路幅 50m

高水敷幅 100m

高水敷高さ 2. 5m

流 量 3200mツ s

下流端水深 9m
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